
三浦海岸（三浦市）の浜辺で、冬の風物詩「ダイコンの天日干し」がピークを迎えている。風通しがいい浜辺で干
すと、水分が早く抜ける上、凍りにくいという。天日干しの作業は来年２月中旬まで続く。
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「
宝
の
山
」
が
足
元
に
あ
る
の
に
、

多
く
の
人
が
そ
の
存
在
に
さ
え
気
づ
か

な
い
。
も
っ
た
い
な
い
限
り
だ
―
。
こ

ん
な
「
つ
ぶ
や
き
」
が
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。
12

月
11
日
付
で
神
奈
川
新
聞
が
報
じ
た
、

県
と
伊
勢
原
市
に
よ
る
希
少
金
属
（
レ

ア
メ
タ
ル
）
回
収
の
モ
デ
ル
事
業
開
始

の
記
事
を
読
ん
で
の
感
想
だ
。

　

１
面
を
飾
っ
た
記
事
な
ど
に
よ
る

と
、
事
業
の
主
体
は
伊
勢
原
市
。
回
収

の
対
象
と
す
る
の
は
家
庭
か
ら
出
る
家

電
ご
み
の
う
ち
小
型
家
電（
携
帯
電
話
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー

ヤ
ー
な
ど
５
品
目
）
で
、
集
積
所
か
ら

月
２
回
、
市
が
回
収
し
、
希
少
金
属
が

含
ま
れ
る
基
板
な
ど
を
取
り
出
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
渡
す
と
い
う
。

　

家
電
ご
み
の
分
解
・
分
別
に
は
市
内

３
カ
所
の
福
祉
事
業
所
に
通
う
障
害
者

が
当
た
る
。
資
源
循
環
の
推
進
と
障
害

者
の
社
会
参
加
の
促
進
と
い
う
一
石
二

鳥
を
狙
っ
た
施
策
と
し
て
県
が
発
案
。

伊
勢
原
市
が
モ
デ
ル
事
業
第
１
号
自
治

体
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
。

　

冒
頭
に
触
れ
た
「
宝
の
山
」
と
は
、

伊
勢
原
市
が
来
春
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の

ル
ー
ト
に
乗
せ
よ
う
と
い
う
、
使
用
済

み
の
小
型
家
電
を
指
す
。
私
た
ち
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
こ
れ
ら
の
利
器
に

は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
高
度
な
電
子

精
密
機
器
の
製
造
に
欠
か
せ
な
い
希
少

金
属
が
使
わ
れ
る
一
方
で
、
廃
棄
後
は

そ
の
多
く
が
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
お

り
、「
日
本
は
資
源
小
国
」
と
嘆
き
な

が
ら
、
身
近
に
あ
る
貴
重
な
資
源
の
リ

サ
イ
ク
ル
は
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　

使
用
済
み
の
家
電
に
含
ま
れ
る
有
用

な
金
属
を
鉱
石
に
見
立
て
て
、「
都
市

鉱
山
」
の
有
効
活
用
が
叫
ば
れ
て
い
る

の
も
、
こ
う
し
た
お
寒
い
現
状
が
背
景

に
あ
る
。
環
境
省
に
よ
る
と
、
日
本
で

１
年
間
に
使
用
済
み
と
な
る
小
型
家
電

の
量
は
65
万
ト
ン
。
こ
の
う
ち
、
金
や

希
少
金
属
な
ど
有
用
金
属
の
含
有
量
は

28
万
ト
ン
に
も
及
び
、
金
額
に
換
算
す

る
と
８
４
４
億
円
に
も
達
す
る
と
い
う

か
ら
、
驚
き
で
あ
る
。

　

今
回
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
小
型
家
電

の
回
収
を
促
す
た
め
に
来
春
施
行
さ
れ

る
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
先
取
り

す
る
形
で
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
意
気

込
み
は
す
ば
ら
し
い
。
た
だ
、
使
用
済

み
の
小
型
家
電
の
一
つ
一
つ
に
含
ま
れ

る
希
少
金
属
は
微
量
で
あ
り
、
資
源
循

環
の
実
を
上
げ
る
た
め
に
は
大
量
の
廃

棄
家
電
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

事
業
が
県
内
の
他
の
自
治
体
に
も
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

希
少
金
属
再
利
用
の
意
義
が
理
解
さ

れ
れ
ば
、
消
費
者
の
手
元
で
眠
っ
た
ま

ま
の
〝
鉱
脈
〟
の
発
掘
に
も
つ
な
が
る

は
ず
だ
。
宝
の
山
の
住
人
の
、
つ
ぶ
や

き
に
耳
を
澄
ま
せ
る
と
き
で
あ
る
。

（
神
奈
川
新
聞
社

�

統
合
編
集
局
次
長
　
宮
本
　
敏
也
）

足
元
に
鉱
脈
、宝
の
山
に
注
目

視
描点
点
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ま
ず
ビ
ー
ル
を
１
杯
！　

こ
れ
が
の

ん
べ
ー
の
常
道
。
こ
ん
な
に
う
ま
い
、

わ
れ
ら
が
日
本
の
ビ
ー
ル
。
だ
れ
が
、

い
つ
、
ど
こ
で
つ
く
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

先
年
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で

展
覧
会
《
日
本
の
ビ
ー
ル
》
を
見
た
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
〝
横
浜
発　

国
民
飲

料
へ
〟
の
よ
う
に
、
最
初
の
ビ
ー
ル
は

横
浜
山
手
で
誕
生
し
た
。

　

１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
、
ア
メ
リ

カ
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
が

つ
く
っ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
生
ま
れ
で

ビ
ー
ル
醸
造
の
知
識
が
あ
っ
た
彼
は
、

天
沼
の
わ
き
水
が
ビ
ー
ル
つ
く
り
に
適

し
て
い
る
と
、
ス
プ
リ
ン
グ
・
バ
レ
ー
・

ブ
ル
ワ
リ
ー
を
創
業
。
で
き
た
ビ
ー
ル

は
〝
ア
マ
ヌ
マ
・
ビ
ヤ
ザ
ケ
〟
と
呼
ば

れ
て
、
東
京
や
長
崎
へ
運
ば
れ
た
。
上

海
か
ら
香
港
ま
で
、
も
た
ら
さ
れ
た
と

い
う
か
ら
み
ご
と
。

　

し
か
し
、「
日
本
製
の
ビ
ー
ル
は
臭

気
あ
り
と
、
是
他
な
し
人
糞
を
肥
し
に

用
ゆ
る
故
な
り
と
ぞ
」
と
新
聞
評
。
開

港
以
来
、
輸
入

ビ
ー
ル
に
な
れ

て
き
た
だ
け

に
、
な
に
か
と

批
判
も
多
か
っ

た
だ
ろ
う
。

　

日
本
人
が

ビ
ー
ル
を
つ

く
っ
た
の
は
、

横
浜
で
は
な

か
っ
た
。72（
明

治
５
）
年
３
月
、
大
阪
堂
島
の
綿
商
桜

井
屋
・
渋
谷
庄
三
郎
が
ア
メ
リ
カ
人
フ

ル
ス
ト
の
指
導
を
受
け
、「
渋
谷
ビ
ー

ル
」
を
醸
造
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
山
梨
県
甲
府
の
西
洋
狂

い
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
開
化
人
間
、
酒

蔵
の
十
一
屋
・
野
口
正
章
は
京
都
に
出

向
い
て
、
ド
イ
ツ
人
ワ
グ
ネ
ル
か
ら
醸

造
法
を
学
び
、
72
年
に
は
横
浜
か
ら

コ
ー
プ
ラ
ン
ド
を
招
聘
。
74（
明
治
７
）

年
、「
三
ツ
鱗
ビ
ー
ル
」
を
発
売
。
こ

の
新
聞
広
告
を
掲
出
し
た
。
麦
酒
に

ビ
ー
ル
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
、
な
ん
と
も

素
朴
な
イ
ラ
ス
ト
。
翌
年
、
京
都
博
覧

会
で
受
賞
し
た
。

　

大
阪
で
は
、競
い
あ
っ
て
つ
く
っ
た
。

広
告
か
ら
そ
の
ビ
ー
ル
合
戦
を
見
よ

う
。
82
（
明
治
15
）
年
３
月
、「
浪
花

麦
酒
醸
造
所
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ

ツ
の
製
法
を
折
衷
し
て
、「
皇
国
人
ノ

嗜
好
ニ
適
ス
ル
」
ビ
ー
ル
を
昨
年
か
ら

醸
造
。
よ
う
や
く
お
気
に
召
す
も
の
が

出
来
た
の
で
発
売
し
ま
す
。

　

お
な
じ
年
12
月
、
す
で
に
洋
酒
を
つ

く
っ
て
い
た
「
橋
本
ビ
ー
ル
」
は
、
麦

で
つ
く
っ
た
ビ
ー
ル
は
う
ま
い
だ
け
で

な
く
、
健
康
に
良
く
、
胃
病
に
も
よ
ろ

し
い
。
西
洋
で
は
、
百
薬
の
長
と
い
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
は
高
価
で
あ
っ
た
が
、

当
方
で
醸
造
し
た
ビ
ー
ル
は
安
く
、
ほ

か
の
製
品
よ
り
も
優
れ
て
い
ま
す
。「
従

来
製
造
す
る
他
の
洋
酒
」
と
と
も
に
お

求
め
下
さ
い
。

　

当
時
、
ビ
ー
ル
は
大
瓶
１
本
20
銭
か

ら
35
銭
。
日
本
酒
（
上
等
）
１
・
８
リ
ッ

ト
ル
４
銭
。
ビ
ー
ル
は
た
い
へ
ん
高
価

で
あ
っ
た
。
安
く
な
っ
た
92
年
で
も
14

銭
。
そ
の
年
、
日
本
酒
は
21
銭
で
あ
っ

た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
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８
７
４
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７
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ま
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⑤
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